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る こ と で 起 こ る O2O（Online to Offline 
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されている ｢名詞｣ や ｢動詞｣ , ｢固有名
詞｣ だけでなく記事に含まれる ｢ポジティ
ブ要因｣ と ｢ネガティブ要因｣ を抽出して
データセットを構築した．
　また，キーワードの出現頻度は，最低
















に，統計解析ソフトウェアの R ver3.3.3 を

























































































図表 8 ｢③スマートフォン + アプリによるマーケティング
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別添資料 5：⑤パーソナライズされたタッチポイント形成（11 件）｣ におけるキーワード出現率
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